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論文審査の結果の要旨  
 
学位申請者 LI, XIAO 
 
 本論文は、「Automatic calibration of parameters in the Xinanjiang model(新安江モデ
ルのパラメータの自動キャリブレーション )」と題し、７章より構成されている。第１章「緒
論」では、水文モデルのキャリブレーションの現状、本研究で用いる最適化技術と感度分
析技術を概観し、本研究の目的と範囲を述べている。  
  第２章では、本研究の対象となる新安江モデルについて、モデル構造、パラメータ
の物理特性、そしてモデルの評価基準について述べるとともに、研究対象流域につい
ても述べている。新安江モデルは中国で最も使われている降雨流出モデルで、世界的
にも広く使われていることから、モデルの運用におけるパラメータ自動キャリブレー
ションの重要性が示されている。  
 第３章では本研究で使われる Morrisによって提案されたグロバール感度分析技術に
ついて述べている。その基本原理と本研究での利用法を示している。  
 第４章では、大局最適化手法 SCEM-UA 法を説明し、このような優れた最適化手法
でも新安江モデルのパラメータには結果を保証できないことを示し、パラメータ空間の構
造を理解し、それらを考慮した最適化技術の必要性を示した。前記のグロバール感度分析
手法により、パラメータの空間構造と時間スケール依存性を解明し、パラメータが 3
つのグループに分けられることを明らかにした。それぞれのグループのパラメータが
が感度の高い時間スケールで最適化する多段型最適手法が提案され、検証された。ま
ず、理想的なデータを用いて、多段型最適手法の収束性、そして効率を示し、最終的
には実データからモデルパラメータを推定し、これらのパラメータによるモデルの計
算精度を確認し、手法の有効性を検証している。  
 第５章では、さらに感度分析によって示されたパラメータ間の相互作用により、乾
燥指数を利用し、データ補正に関するモデルパラメータを決定する方法が提案され、
検証された。  
 第６章では、一年より長い時間スケールでの、従来感度の低いモデルパラメータの
感度を確認し、複数年の水文データまたは複数年移動平均によるモデル最適化の可能
性を示している。  
 第 7 章では、結論を述べている。本研究で得られたパラメーターキャリブレーショ
ン手法が堅牢で高効率であることを示している。  
よって、本論文は工学上及び工業上貢献するところが大きく、博士（工学）の学位論文
として十分な価値を有するものと認める。  
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